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平
成
三
十
年
度
第
一
回
通
常
議

員
総
会
が
六
月
二
十
五
日
に
ホ
テ

ル
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
役
員
・
議
員

の
皆
様
の
永
年
勤
続
表
彰
を
行
い
、

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
・
北
海
道

商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭
か
ら
の

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

《
役
員
・
議
員
退
任
》

　
　
　
　

松　

本　

忠　

彦　

様

《
勤
続
二
十
年
以
上
》

　
　
　
　

北　

市　

宗　

三　

様

　
　
　
　

大　

西　

敏　

雄　

様

　
　
　
　

田
苅
子　

敬　

夫　

様

北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会

会
頭
表
彰

《
勤
続
二
十
年
以
上
》

　
　
　
　

北　

市　

宗　

三　

様

　
　
　
　

大　

西　

敏　

雄　

様

　
　
　
　

田
苅
子　

敬　

夫　

様

《
勤
続
十
年
以
上
》

　
　
　
　

荒　

木　

敏　

博　

様

　
　
　
　

新　

川　

勝　

久　

様

　
　
　
　

髙　

橋　
　
　

斉　

様

　
　
　
　

朝　

山　

竹　

博　

様

　
　
　
　

道　

下　

将　

秀　

様

　
　
　
　

小　

川　

有　

積　

様

　
　
　
　

久　

藤　

弘　

行　

様

　
　
　
　

佐　

藤　

敬　

一　

様

　
　
　
　

蒲　
　
　

正　

尚　

様

　
　
　
　
　
　
　

　

総
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
松
浦

会
頭
よ
り
次
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

「
空
知
全
体
の
人
口
が
最
大
で

八
十
七
万
人
い
た
の
が
現
在
は

三
十
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
が
、

南
空
知
に
限
る
と
最
大
四
十
七
万

人
の
人
口
が
現
在
は
十
六
万
人
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
半
分
が

岩
見
沢
市
に
住
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
病
院
や
学
校
、
経
済
に

お
い
て
、
岩
見
沢
市
の
果
た
す
役

割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
是
非
と
も
商
工

会
議
所
も
先
頭
に
た
っ
て
経
済
の

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」

　　

通
常
議
員
総
会
の
審
議
・
報
告

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
各
議
案
と
も
異
議
な
く

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
付
議
事
項

議
案
第
一
号　

平
成
二
十
九
年
度

　

事
業
報
告
書
に
つ
い
て

◆
概
要

①
会
員
数　
　
　

九
百
四
十
四
件

②
会
費
負
担
口
数

　
　
　
　
　

四
千
六
百
四
十
一
口

③
主
催
会
議
等　
　

百
三
十
五
回

④
他
団
体
出
席
会
議
等　

四
十
回

⑤
各
種
事
業
活
動

　

・
商
工
会
議
所
広
域
連
携
事
業

　

・
岩
見
沢
中
心
市
街
地
活
性
化

　
　

事
業

　

・
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

　

・‌�

岩
見
沢
中
心
商
店
街
除
雪
事

業

　

・
い
わ
み
ざ
わ
住
宅
新
築
＆

　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ェ
ア

　

・‌�

消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談

等
事
業

　

・‌�

岩
見
沢
プ
レ
ミ
ア
ム
建
設
券

事
業

　

・‌�

全
道
商
工
会
議
所
Ｅ
Ｃ
Ｏ
宣

言
行
動

　

・
健
康
経
営

⑥
意
見
活
動

　

・
北
村
遊
水
地
事
業
の
推
進
と

　
　

地
域
の
活
性
化
に
関
す
る
要

　
　

望

　

・
市
庁
舎
建
設
等
に
係
る
提
言

　

・
平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
に

　
　

関
す
る
要
望

　

・
小
規
模
企
業
支
援
の
充
実
に

　
　

関
す
る
要
望

　

・
岩
見
沢
市
新
市
庁
舎
建
設
基

　
　

本
計
画
（
素
案
）
に
対
す
る

　
　

提
言

　

・
商
工
会
議
所
会
館
建
設
に
伴

　
　

う
支
援
に
つ
い
て
の
要
望

　

・‌�「
生
産
性
向
上
特
別
措
法
」に

基
づ
く
導
入
促
進
基
本
計
画

の
策
定
お
よ
び
固
定
資
産
税

の
特
例
措
置
に
関
す
る
要
望
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通
常
議
員
総
会
開
催

平
成
三
十
年
度
　第
一
回

〜
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認
〜
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⑦
広
報
活
動

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス

　
　
　
　
　

七
千
九
百
八
十
六
件

　

・
Ｅ
メ
ー
ル
情
報
配
信

　
　
　

二
十
一
回　

二
百
十
七
件

　

・
地
域
Ｆ
Ｍ
情
報
配
信

　
　
　
　
　
　
　

二
百
六
十
一
回

⑧
各
種
検
定

　

五
百
四
十
八
名
受
験
（
延
数
）

⑨
経
営
相
談

　

二
千
七
百
八
十
七
件
（
延
数
）

⑩
金
融
斡
旋　
　
　
　
　

十
九
件

議
案
第
二
号　

平
成
二
十
九
年
度

　

各
会
計
収
支
決
算
書
に
つ
い
て

　

各
会
計
の
決
算
書
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

議‌�

案
第
三
号　

常
議
員
の
選
任
に

つ
い
て

　

荒
木
敏
博
常
議
員
か
ら
辞
任
の

届
が
あ
り
、
新
た
な
常
議
員
に
つ

い
て
齋
藤
誠
一
議
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、「
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
岩
見

沢
労
働
基
準
監
督
署　

副
署
長
・

労
働
基
準
監
督
官
上
見
和
邦
氏
に

よ
る
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

働
き
方
改
革
関
連
法
案
が
現
在

（
六
月
二
十
五
日
時
点
）国
会
の
審

議
中
で
し
た
が
、
事
例
を
取
り
入

れ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

・‌�

働
き
方
改
革
の
総
合
的
か
つ

継
続
的
な
推
進

　

・‌�

長
時
間
労
働
の
是
正
、
多
様

で
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
等

　

・‌�
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
な
い

公
正
な
待
遇
の
確
保

　

最
後
に
、
就
職
活
動
中
の
学
生

は
ス
マ
ホ
な
ど
で
企
業
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
就
職
先
を
探
し
ま

す
が
、
岩
見
沢
の
企
業
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
ス
マ
ホ
対
応
で
は
な
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
ほ
と
ん
ど
な
の

で
、
学
生
の
目
に
留
ま
り
に
く
い

と
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

　健康経営®は、従業員の健康づくりを積極的に行うことで、生産

性・収益性を高めていくという考え方で厚生労働省だけでなく、経

済産業省も積極的な普及活動を展開しています。

　協会けんぽ北海道支部では、北海道健康増進計画「すこやか北海

道２１」と連携し、より一層健康づくりを推進するため、健康経営®

に取り組むことを宣言した事業所を認定してサポートする「健康事

業所宣言」を行っています。

　喫煙対策や運動の推進など身近な健康づくりを協会けんぽと始

めませんか？ ※ 「健康経営®」はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。

全国健康保険協会 北海道支部
協会けんぽ

http://www.kyoukaikenpo.or.jp/

健康づくりの取り組みを宣言して健康事業所の認定を受けませんか
始めませんか？健康事業所宣言！

協会けんぽ北海道支部からのお知らせ

詳しくは、協会けんぽ北海道支部ホームページをご覧ください！

協会けんぽ 検索
電話  011－726－0352（代表）

事業所
協会
けんぽ

独自の健康
プランを検討

エントリー
シートを提出

宣言書を交付ホームページに事業所名を公表

取り組みをサポート
・出前講座　・ウォーキング　
・健康チェック機器レンタル　等

健康づくりメニュー
を実施

実施結果の評価
社内への発表
新たな取り組み

　 予算額 決算額 増　減

一般会計 55,975,000 59,384,915 3,409,915

小規模事業特別会計 40,791,000 40,471,661 △ 319,339

会館特別会計 9,480,000 9,571,351 91,351

退職給与特別会計 27,053,000 27,076,408 23,408

会館運営基金特別会計 54,805,000 54,811,648 6,648

商工振興基金特別会計 231,625,000 231,658,530 33,530

別　　　　表
（単位：円）

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
の

研
修
会
を
開
催
！
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六
月
四
日
に
岩
見
沢
商
工
会
議

所
に
お
い
て
平
成
三
十
年
度
第
二

回
岩
見
沢
市
中
心
市
街
地
活
性
化

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〔
協
議
事
項
〕

○
平
成
三
十
年
度
ま
ち
な
か
活
性

　

化
事
業
補
助
金
個
別
事
業
の
審

　

査
に
つ
い
て

　

中
心
市
街
地
活
性
化
に
貢
献
す

る
事
業
に
対
し
て
補
助
を
行
う

「
ま
ち
な
か
活
性
化
事
業
補
助
金
」

の
事
業
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

今
年
度
は
次
の
六
事
業
の
申
請
が

あ
り
、
申
請
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

活
性
化
事
業
（
四
事
業
）

①
岩
見
沢
市
四
条
通
り
商
店
街
活

　

性
化
事
業

②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ク
リ
ス
マ
ス
二

　

〇
一
八

③
い
わ
み
ち
ゃ
ん　

ま
ち
な
か
ワ

　

ク
ワ
ク
活
動

④
ま
ち
な
か
朝
市
二
〇
一
八

施
設
整
備
事
業
（
二
件
）

①
ラ
バ
ン
ナ
二
二
Ｂ
ア
パ
ー
ト
新

　

築
工
事
事
業

②
岩
見
沢
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
新
築
工

　

事
事
業

　

各
事
業
は
、
会
員
二
〇
団
体
に

よ
る
審
査
を
経
て
補
助
の
採
択
を

行
い
ま
す
。

　

各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
事

務
局
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

岩
見
沢
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協

議
会
（
一
条
西
一
丁
目　

商
工
会

議
所
内
）

電
話　

二
二

−

三
四
四
五

　

去
る
六
月
十
五
日
、
エ
ム
ズ

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
会
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
第

十
回
「
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
六
十
三
名
（
五
十
六

事
業
所
）
の
参
加
を
頂
き
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
会
員
相
互
の

一
層
の
交
流
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

　

南
空
知
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
創
造

研
究
会
は
平
成
十
年
の
設
立
以
来
、

産
・
学
・
官
等
複
数
の
組
織
が
協

働
し
、
南
空
知
地
域
の
産
業
が
発

展
し
自
立
し
た
経
営
基
盤
を
確
立

す
る
た
め
、
地
場
産
業
を
活
か
し

た
産
業
創
出
を
支
援
す
る
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

研
究
会
で
は
、
平
成
三
十
年
度

総
会
を
六
月
二
十
九
日（
金
）に
開

催
し
、
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報

告
案
並
び
に
収
支
決
算
報
告
案
と
、

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
案
並
び

に
収
支
予
算
案
の
承
認
を
頂
き
ま

し
た
。

　

当
研
究
会
で
は
現
在
二
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、

南
空
知
に
お
け
る
新
産
業
確
立
の

た
め
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
施
設
の
冷
房
や

デ
ー
タ
サ
ー
バ
ー
の
冷
却
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の

雪
の
利
活
用
を
目
指
す
「
美
唄
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
」、二
つ
目

は
、
雪
を
利
用
し
た
安
価
で
通
年

利
用
可
能
な
貯
蔵
庫
や
観
光
施
設

の
開
発
を
目
指
す
「
美
唄
ス
ノ
ー

ド
ー
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ

ル
ー
プ
」で
す
。今
年
度
は
そ
れ
ら

既
存
の
グ
ル
ー
プ
支
援
の
他
、
新

た
な
活
動
の
芽
探
し
を
目
的
と
し

て
、
視
察
や
講
演
会
の
開
催
、
情

報
収
集
、
新
規
会
員
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

　

南
空
知
の
発
展
に
繋
が
る
ア
イ

デ
ア
を
お
持
ち
の
方
や
、
既
に

活
動
を
始
め
ら
れ
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
と

も
当
研
究
会
に
参
加
し
、
ご
活
動

い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
左
記
の
連
絡
先
ま
で
お
気
軽

に
ご
連
絡
下
さ
い
。

岩
見
沢
市
中
心

市
街
地
活
性
化

協
議
会

開
催

平
成
三
十
年
度
第
二
回

第
十
回 

岩
見
沢
商
工
会
議
所
会
頭
杯

会
員
親
睦

  

ゴ
ル
フ
大
会

開
催

南
空
知
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　創
造
研
究
会

平
成
三
十
年
度

　
総
会
を
開
催
！

南
空
知
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
創
造
研
究
会

事
務
局
（
岩
見
沢
商
工
会
議
所
内
）

電
話　

二
二

−

三
四
四
五

五十嵐会長による開会の挨拶
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特
定
商
工
業
者

負
担
金
の
同
意
の

お
願
い
に
つ
い
て

◎
特
定
商
工
業
者
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　

千
五
百
円
也

　

商
工
会
議
所
法
で
は
、
商
工
業

者
法
定
台
帳
の
作
成
並
び
に
台
帳

の
作
成
、
管
理
及
び
運
用
に
要
す

る
経
費
の
負
担
金
等
に
つ
い
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
定
商
工
業
者
と
は
、
商
工
会

議
所
の
毎
事
業
年
度
開
始
の
日

（
四
月
一
日
）ま
で
六
カ
月
以
上
引

き
続
き
営
業
所
等
を
有
す
る
商
工

業
者
で
、

①
資
本
金
額
ま
た
は
払
込
出
資
総

額
が
三
百
万
円
以
上
で
あ
る
者

②
本
商
工
会
議
所
の
地
区
内
の
営

業
所
等
で
常
時
使
用
す
る
従
業

員
の
数
が
二
十
人
（
商
業
ま
た
は

サ
ー
ビ
ス
業
に
属
す
る
事
業
を
主

た
る
事
業
と
し
て
営
む
者
に
つ
い

て
は
五
人
）
以
上
で
あ
る
者

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
商
工
業

者
の
方
々
で
す
。
商
工
会
議
所
は

法
に
よ
り
特
定
商
工
業
者
の
台
帳

の
作
成
・
整
備
を
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
台
帳
に

か
か
る
経
費
の
一
部
を
特
定
商
工

業
者
負
担
金
と
し
て
ご
負
担
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
商
工
会
議
所
の
事
業
運
営
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

　

 

特
定
商
工
業
者
と
は

　

（
商
工
会
議
所
法
抜
す
い
）

第
七
条
（
定
義
）
の
二
項

　

こ
の
章
に
お
い
て
、「
特
定
商

工
業
者
」と
は
、商
工
会
議
所
の
地

区
内
に
お
い
て
、
第
二
十
六
条
の

場
合
に
お
い
て
は
創
立
総
会
終
了

の
日
、
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て

は
そ
の
商
工
会
議
所
の
毎
事
業
年

度
開
始
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。）
ま
で

六
月
以
上
引
き
続
き
営
業
所
、
事

務
所
、
工
場
又
は
事
業
場
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て「
営
業
所
等
」と

い
う
。）を
有
す
る
商
工
業
者
の
う

ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
を
い
う
。

一
、
基
準
日
に
お
け
る
そ
の
商
工

会
議
所
の
地
区
内
の
営
業
所
等

で
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が

二
十
人
（
商
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業

に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と

し
て
営
む
者
に
つ
い
て
は
、五
人
）

以
上（
そ
の
商
工
会
議
所
が
、経
済

産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
、
当

該
人
数
以
上
の
人
数
を
定
め
、
か

つ
、
公
告
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
許
可
を
受
け
て
定
め
、
か
つ
、

公
告
し
た
人
数
以
上
）
で
あ
る
者

二
、
基
準
日
に
お
け
る
資
本
金
額

又
は
払
込
済
出
資
総
額
が
三
百
万

円
以
上（
そ
の
商
工
会
議
所
が
、経

済
産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
、

三
百
万
円
以
上
の
金
額
を
定
め
、

か
つ
、
公
告
し
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、当
該
許
可
を
受
け
て
定
め
、か

つ
、
公
告
し
た
金
額
以
上
）
で
あ

る
者

第
十
条
（
法
定
台
帳
の
作
成
）

　

商
工
会
議
所
は
、
成
立
の
日
か

ら
一
年
以
内
に
、
特
定
商
工
業

者
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
事
項

を
登
録
し
た
商
工
業
者
法
定
台
帳

（
以
下
「
法
定
台
帳
」
と
い
う
。）
を

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
の
事

由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
商

工
会
議
所
の
申
請
に
基
い
て
、
前

項
に
規
定
す
る
期
間
の
延
長
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の

期
間
を
延
長
し
た
と
き
は
、
遅
滞

な
く
、
当
該
商
工
会
議
所
に
通
知

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
、
商
工
会
議
所
は
、
前
項
の
通

知
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

そ
の
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

五
、
商
工
会
議
所
は
、
毎
事
業
年

度
開
始
の
日
か
ら
六
箇
月
以
内
に
、

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た

法
定
台
帳
を
、
そ
の
事
業
年
度
に

お
け
る
法
定
台
帳
と
す
る
た
め
に
、

訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
、
商
工
会
議
所
は
、
第
一
項
又

は
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
定
台

帳
を
作
成
し
、
又
は
訂
正
し
た
後
、

法
定
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
に

変
更
の
生
じ
た
こ
と
を
知
つ
た
と

き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
訂
正

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
、
特
定
商
工
業
者
は
、
第
一
項

の
事
項
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も

の
に
つ
い
て
変
更
を
生
じ
た
と
き

は
、
す
み
や
か
に
、
そ
の
旨
を
当

該
商
工
会
議
所
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

八
、
特
定
商
工
業
者
は
、
法
定
台

帳
の
作
成
又
は
訂
正
に
関
し
て
商

工
会
議
所
か
ら
資
料
の
提
出
を
求

め
ら
れ
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由

が
な
い
の
に
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は

な
ら
な
い
。

第
十
一
条
（
法
定
台
帳
の
運
用

　
　
　
　
　

及
び
管
理
）

　

商
工
会
議
所
は
、
そ
の
事
業
の

適
正
且
つ
円
滑
な
実
施
に
資
す
る

た
め
に
、
法
定
台
帳
を
運
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
商
工
会
議
所
は
、
法
定
台
帳

を
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
つ

て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
商
工
会
議
所
は
、
法
定
台
帳

の
作
成
又
は
訂
正
に
関
し
て
知
り

得
た
商
工
業
者
の
秘
密
に
属
す
る

事
項
を
他
に
漏
ら
し
、
又
は
窃
用

し
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
（
負
担
金
）

　

商
工
会
議
所
は
、
法
定
台
帳
の

作
成
、
管
理
及
び
運
用
に
要
す
る

経
費
に
充
て
る
た
め
、
政
令
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
経
済
産
業

大
臣
の
許
可
を
受
け
て
、
特
定
商

工
業
者
に
対
し
て
、
所
要
の
負
担

金
を
賦
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
商
工
会
議
所
は
、
負
担
金
に

つ
い
て
、
特
定
商
工
業
者
の
過
半

数
の
同
意
を
得
た
後
で
な
け
れ
ば
、

前
項
の
許
可
を
申
請
し
て
は
な
ら

な
い
。
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日
商
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査

（
早
期
景
気
観
測
）

【
五
月
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

五
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
、
▲
十
三
・
六
と
、
前
月
か
ら
▲

二
・
一
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
。
た
だ
し
、

「
好
転
」
か
ら
「
不
変
」
へ
の
変
化
が

主
因
で
あ
り
実
体
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。

燃
料
費
・
原
材
料
費
の
上
昇
が
広

く
業
況
の
押
し
下
げ
要
因
と
な
っ

た
ほ
か
、
深
刻
な
人
手
不
足
や
、
食

料
品
・
日
用
品
に
対
す
る
消
費
者

の
低
価
格
志
向
を
指
摘
す
る
声
が

多
く
聞
か
れ
た
。
他
方
、
堅
調
な
電

子
部
品
や
産
業
用
機
械
関
連
に
加

え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光

需
要
は
底
堅
く
推
移
し
て
い
る
。
中

小
企
業
の
景
況
感
は
、
総
じ
て
緩
や

か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
も

の
の
、
足
元
で
一
服
感
が
み
ら
れ
る
。

　

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き
見

通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
十
五
・
四
（
今
月
比

▲
一
・
八
ポ
イ
ン
ト
）
と
悪
化
を
見

込
む
も
の
の
、「
好
転
」
か
ら
「
不

変
」
へ
の
変
化
が
主
因
で
あ
り
、
実

体
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。
個
人
消
費
の
持

ち
直
し
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め

た
観
光
需
要
拡
大
、
生
産
や
設
備
投

資
の
堅
調
な
推
移
へ
の
期
待
感
が

う
か
が
え
る
。
他
方
、
人
手
不
足
の

影
響
の
深
刻
化
や
、
燃
料
費
・
原
材

料
費
の
上
昇
、
コ
ス
ト
増
加
分
の
価

格
転
嫁
遅
れ
を
懸
念
す
る
声
も
多

く
、
中
小
企
業
の
業
況
感
は
ほ
ぼ
横

ば
い
で
推
移
す
る
見
通
し
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
、
建
設
業
、
製

造
業
、
卸
売
業
で
悪
化
、
そ
の
他
の

二
業
種
で
ほ
ぼ
横
ば
い
。
各
業
種
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
特
徴
的
な
コ
メ
ン

ト
は
以
下
の
と
お
り
。

【
建
設
業
】「
公
共
工
事
の
発
注
量
が

少
な
く
、
価
格
競
争
が
厳
し
い
こ
と

に
加
え
、
人
件
費
や
建
設
資
材
価

格
、
燃
料
費
な
ど
の
上
昇
も
相
ま
っ

て
、
採
算
悪
化
と
な
っ
た
」（
土
木
工

事
業
）、「
再
開
発
関
連
な
ど
の
民

間
工
事
が
多
く
、
売
上
は
堅
調
。
他

方
、
人
手
不
足
は
深
刻
で
あ
る
た

め
、
今
夏
か
ら
賞
与
を
増
額
し
、
人

材
の
確
保
・
定
着
に
努
め
る
ほ
か
、

省
力
化
を
目
的
と
し
た
設
備
投
資

も
検
討
し
て
い
る
」（
電
気
工
事
業
）

【
製
造
業
】「
水
産
物
等
の
原
材
料
価

格
や
燃
料
費
、
運
送
費
の
上
昇
が
収

益
を
圧
迫
し
て
い
る
も
の
の
、
消
費

者
の
節
約
志
向
か
ら
、
販
売
先
の
小

売
業
か
ら
の
引
き
合
い
が
鈍
い
た

め
、
価
格
転
嫁
に
踏
み
切
れ
な
い
」

（
食
料
品
製
造
業
）、「
取
引
先
で
あ

る
自
動
車
業
界
の
輸
出
が
堅
調
な

こ
と
に
加
え
、
人
手
不
足
を
背
景
と

し
た
省
力
化
投
資
の
拡
大
か
ら
、
ロ

ボ
ッ
ト
関
連
の
部
品
の
引
き
合
い

が
強
く
、
売
上
改
善
と
な
っ
た
」（
金

属
製
品
製
造
業
）

【
卸
売
業
】「
大
手
メ
ー
カ
ー
の
業
務

用
酒
類
の
値
上
げ
に
伴
う
、
駆
け
込

み
需
要
の
反
動
か
ら
、
売
上
は
大
幅

に
減
少
し
た
。
新
規
卸
先
の
発
掘
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
巻
き
返
し
を

図
り
た
い
」（
酒
類
卸
売
業
）、「
卸

先
の
製
造
業
の
工
場
稼
働
率
が
高

く
、
当
社
の
売
上
も
改
善
し
た
。
他

方
、
仕
入
価
格
や
燃
料
費
、
運
送
費

等
の
上
昇
か
ら
、
収
益
の
確
保
に

は
難
航
し
て
い
る
」（
金
属
製
品
卸

売
業
）

【
小
売
業
】「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が

好
調
で
売
上
は
改
善
。
特
に
、
ブ
ラ

ン
ド
衣
料
品
を
含
む
高
額
品
や
、
化

粧
品
の
売
上
が
伸
び
て
い
る
」（
百

貨
店
）、「
飲
食
料
品
や
日
用
品
等

の
値
上
げ
か
ら
、
消
費
者
の
低
価
格

志
向
が
強
ま
り
、
売
上
は
落
ち
込
ん

だ
。
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
人
件

費
が
上
昇
す
る
中
、
同
業
他
社
と
の

価
格
競
争
も
厳
し
さ
を
増
し
、
採
算

も
悪
化
し
た
」（
飲
食
料
品
小
売
業
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
は
日
並
び
が
良
か
っ

た
た
め
、
客
数
増
を
期
待
し
て
い
た

が
、
期
間
中
の
天
候
不
順
等
に
よ

り
、
想
定
し
た
客
数
に
は
届
か
な

か
っ
た
」（
飲
食
業
）、「
ネ
ッ
ト
通

販
な
ど
、
好
調
な
配
送
需
要
を
受

け
、売
上
は
改
善
。
た
だ
し
、中
東
情

勢
の
緊
迫
化
を
背
景
と
し
た
燃
料

費
の
上
昇
で
、
粗
利
の
確
保
に
は
苦

戦
し
て
い
る
」（
運
送
業
）

業況DI（前年同月比）の推移

 ※「先行き見通し」は当月に比べた向こう３カ月の先行き見通しＤＩ

１7年
12月

１8年
1月 2月 3月 4月 5月

先行き見通し
6月〜8月

全  産  業 ▲ 13.3 ▲ 14.4 ▲ 17.1 ▲ 15.8 ▲ 11.5 ▲ 13.6 ▲ 15.4

建 設 ▲ 7.4 ▲ 13.6 ▲ 11.4 ▲ 13.5 ▲ 13.1 ▲ 14.8 ▲ 11.8

製 造 ▲ 6.7 ▲ 5.1 ▲ 10.1 ▲ 6.1 0.5 ▲ 5.8 ▲ 9.7

卸 売 ▲ 17.4 ▲ 12.2 ▲ 20.8 ▲ 18.8 ▲ 18.3 ▲ 19.4 ▲ 20.3

小 売 ▲ 25.8 ▲ 25.2 ▲ 27.3 ▲ 26.9 ▲ 25.7 ▲ 26.5 ▲ 27.5

サ ー ビ ス ▲ 11.5 ▲ 16.1 ▲ 17.9 ▲ 16.3 ▲ 7.6 ▲ 7.6 ▲ 11.3

７月８日㈰　第56回岩見沢地区珠算競技大会
　　９日㈪　2018いわみざわ彩花まつり（～14日）
　　13日㈮　観光おどりパレード
　　14日㈯　第82回リテールマーケティング検定試験
　　17日㈫　会員向け無料労務相談
　　18日㈬　会員向け無料法律相談
　　19日㈭　日本政策金融公庫個別金融相談
　　　　　　　　　　　

８月20日㈰　第214回珠算検定試験申込受付開始

　　21日㈫　会員向け無料労務相談

　　22日㈬　会員向け無料法律相談

　

～7月、8月の会議所行事予定～～7月、8月の会議所行事予定～
商工会議所で予定されている講習会、相談会、検定日程等の行事をお知らせします！
（7月1日現在）なおホームページでは、新情報を随時更新しています。
http://www.iwamizawacci.or.jp/
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収
益
認
識
に
関
す
る
会
計
基
準

の
概
要
と
税
制
の
影
響

Ⅰ‌�　

収
益
認
識
に
関
す
る
新
会
計

基
準
の
概
要

　

二
〇
一
八
年
三
月
三
十
日
企
業

会
計
基
準
委
員
会（
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
）か

ら
収
益
認
識
に
関
す
る
包
括
的
な

会
計
基
準
と
し
て
『
収
益
認
識
に

関
す
る
会
計
基
準
』（
以
下
「
新
会

計
基
準
」と
い
い
ま
す
）が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
我
が
国
で
は
収
益
認

識
に
関
す
る
会
計
基
準
は
存
在
せ

ず
、
企
業
会
計
原
則
に
よ
る
実
現

主
義
に
よ
り
収
益
を
認
識
し
て
き

ま
し
た
。
実
現
主
義
は
、
収
益
を

そ
の
実
現
の
時
点
で
認
識
す
る
考

え
方
で
、
そ
の
収
益
の
実
現
の
時

点
と
は
一
般
的
に
「
財
貨
の
移
転

又
は
役
務
の
提
供
の
完
了
」
と
そ

れ
に
対
す
る「
対
価
の
成
立
」の
時

点
を
い
い
ま
す
。

　

今
回
公
表
さ
れ
た
新
会
計
基
準

に
お
け
る
収
益
認
識
の
基
本
的

な
原
則
で
は
「
約
束
し
た
財
又
は

サ
ー
ビ
ス
の
顧
客
へ
の
移
転
を
当

該
財
又
は
サ
ー
ビ
ス
と
交
換
に
企

業
が
権
利
を
得
る
と
見
込
む
対
価

の
額
で
描
写
す
る
よ
う
に
、
収
益

を
認
識
す
る
こ
と
」と
し
、契
約
に

お
い
て
取
り
決
め
た
財
又
は
サ
ー

ビ
ス
を
顧
客
に
移
転
す
る
約
束
を

果
た
し
た
時
点
（
履
行
義
務
を
充

足
し
た
時
点
）
で
収
益
を
認
識
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
次
の
五
つ
の
ス

テ
ッ
プ
で
収
益
認
識
を
行
い
ま
す
。

［
一
］
契
約
の
識
別

［
二
］
履
行
義
務
の
識
別

［
三
］
取
引
価
格
の
算
定

［
四
］‌�

履
行
義
務
へ
の
取
引
価
格
の

配
分

［
五
］‌�
履
行
義
務
の
充
足
に
よ
る
収

益
を
認
識

　

な
お
、
新
会
計
基
準
は
、
金
融

商
品
な
ど
一
定
の
取
引
等
を
除
き
、

「
顧
客
と
の
契
約
か
ら
生
じ
る
収

益
」
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、
会
計

監
査
の
必
要
な
い
中
小
企
業
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
企
業
会
計
原

則
、
中
小
会
計
指
針
、
中
小
企
業

会
計
基
本
要
領
の
会
計
処
理
の
可

能
性
も
あ
る
よ
う
で
す
。

Ⅱ　

税
制
へ
の
影
響

　

新
会
計
基
準
へ
の
対
応
と
し
て
、

平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
で
法
人

税
法
二
十
二
条
の
二
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
主
た
る
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

（
一
）収
益
の
額
に
関
す
る
帰
属
事

　

業
年
度
原
則
を
法
令
上
明
確
化

①‌�

引
渡
基
準
等
の
法
令
に
よ
り
明

確
化

②‌�

「
近
接
す
る
日
」の
取
扱
い
の
明

確
化

（
二
）益
金
の
額
に
算
入
す
る
金
額

　

の
法
令
上
の
明
確
化

①‌�

時
価
に
よ
る
旨
の
法
令
に
よ
る

明
確
化

②‌�

新
会
計
基
準
と
法
人
税
の
関
係

　

新
会
計
基
準
で
は
考
慮
さ
れ
る
、

貸
倒
、
返
品
・
買
戻
し
の
可
能
性

は
法
人
税
で
は
な
い
も
の
と
し
て

収
益
の
額
を
算
定
し
ま
す
。

（
三
）
そ
の
他

①
返
品
調
整
引
当
金
の
廃
止

②‌�

長
期
割
賦
販
売
等
に
係
る
延
払

基
準
の
廃
止

③‌�

中
小
企
業
に
係
る
収
益
認
識
基
準

　

中
小
企
業
に
つ
い
て
法
人
税
の

対
応
と
し
て
は
、
原
則
と
し
て
従

前
の
法
人
税
基
本
通
達
の
処
理
を

認
め
る
こ
と
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
基
本
通
達
の
改

正
内
容
を
十
分
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
新
会
計
基
準
が
適
用
さ

れ
る
大
企
業
と
の
取
引
で
は
、
大

き
な
影
響
が
今
後
出
て
く
る
で

し
ょ
う
か
ら
、
中
小
企
業
も
こ
の

新
会
計
基
準
を
知
っ
て
お
く
こ
と

が
大
切
と
な
る
で
し
ょ
う
。

記
事
協
力

税
理
士
法
人
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｓ

（
市
内
五
条
東
二
丁
目
）

代
表
社
員
・
税
理
士　

木
村　

聡

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
五
七
年
岩
見
沢
生
ま
れ
／
北

海
道
税
理
士
会
岩
見
沢
支
部
所
属

経
営
講
座

中
小
企
業
の
た
め
の

岩見沢商工会議所生命共済制度のご案内

キャンペーン期間

9月30日まで

《申込み・問合先》 岩見沢商工会議所運営課
TEL ２２－３４４５

アクサ生命保険㈱岩見沢営業所
TEL ２５－４７８８

【制度の特色】
・保険期間は１年で自動更新。役員・従業員の福利厚生制度にご活用いただけます。
・医師による診査は不要です。（告知のみでお申込できます。）
・法人が役員・従業員のために負担した掛金は、全額損金に算入できます。（法人税基本通達９-３-５）

～９月30日までキャンペーン実施中です！～

只今、道央ブロック商工会議所による加入キャンペー
ンを実施中です！期間中に新規のご加入や増口をい
ただくと抽選で各地商工会議所の特産品が抽選で
当たります！
この機会にぜひ制度加入をご検討ください。


